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そ
の
他
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
家
永
香
織
は
じ
め
に
本
稿
は
、
千
葉
大
学
文
学
部
二
〇
一
八
年
度
前
期
開
講
科
目
「
古
代
文
学
論
Ｃ
」
に
お
け
る
古
典
和
歌
集
編
纂
を
中
心
と
し
た
授
業
実
践
の
報
告
で
あ
る
。
従
来
、
古
典
和
歌
に
対
し
て
、
難
し
い
、
堅
苦
し
く
て
お
も
し
ろ
く
な
い
、
様
々
な
決
ま
り
事
が
あ
っ
て
面
倒
く
さ
い
な
ど
の
印
象
を
抱
く
学
生
が
多
く
、
古
典
和
歌
を
教
材
と
す
る
授
業
運
営
に
は
少
な
か
ら
ぬ
困
難
が
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
に
公
示
さ
れ
た
所
謂
平
成
二
十
年
版
学
習
指
導
要
領
で
あ
る
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
中
学
年
か
ら
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
が
設
け
ら
れ
た
が
、
格
好
の
教
材
と
し
て
多
く
の
小
中
学
校
で
『
百
人
一
首
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
の
大
学
生
の
多
く
は
、
小
学
生
時
代
に
カ
ル
タ
遊
び
を
通
し
て
『
百
人
一
首
』
に
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
奇
し
く
も
新
学
習
指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
た
の
と
同
じ
二
〇
〇
八
年
、
競
技
カ
ル
タ
に
取
り
組
む
高
校
生
を
描
い
た
漫
画
『
ち
は
（１２３）
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や
ふ
る
』
の
連
載
が
始
ま
る
。
二
〇
一
一
年
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
二
〇
一
六
〜
一
八
年
に
は
映
画
化
も
さ
れ
、
若
い
世
代
を
中
心
に
人
気
を
博
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、『
百
人
一
首
』
を
題
材
と
し
た
短
編
漫
画
集
『
超
訳
百
人
一
首
う
た
恋
い
。』
の
シ
リ
ー
ズ
第
一
作
が
発
行
さ
れ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
も
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
古
典
和
歌
に
対
し
て
学
生
が
感
じ
て
い
た
高
い
垣
根
は
取
り
払
わ
れ
、『
百
人
一
首
』
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
和
歌
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
古
典
和
歌
の
講
義
も
か
つ
て
に
比
べ
大
変
や
り
や
す
く
な
っ
た
。
も
は
や
、（
学
生
に
よ
り
個
人
差
は
あ
る
に
し
て
も
）
和
歌
ア
レ
ル
ギ
ー
を
取
り
除
く
こ
と
に
多
大
な
労
力
を
費
や
す
必
要
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
稿
者
は
和
歌
研
究
者
と
し
て
、
こ
の
期
を
逃
さ
ず
次
の
段
階
に
進
み
た
い
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
教
員
か
ら
示
さ
れ
た
和
歌
を
読
む
受
動
的
学
習
か
ら
、
自
ら
和
歌
の
海
に
分
け
入
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
和
歌
に
触
れ
、
自
分
な
り
の
鑑
賞
を
す
る
と
い
う
能
動
的
実
践
的
学
習
へ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
作
業
が
、
今
回
の
歌
集
編
纂
で
あ
る
。
な
お
、
受
講
生
は
二
〜
四
年
生
と
科
目
等
履
修
生
計
四
十
名
で
、
他
に
数
名
の
大
学
院
生
も
聴
講
し
て
い
た
。
一
歌
集
編
纂
ま
で
ま
ず
は
、
十
五
回
の
講
義
の
う
ち
七
回
を
使
っ
て
、
様
々
な
歌
集
・
歌
合
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。
学
生
は
勅
撰（
１
）集
撰
者
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
自
由
に
編
纂
で
き
る
歌
集
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
機
会
に
多
種
多
様
な
歌
集
の
形
態
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
共
に
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な
歌
集
を
作
り
た
い
か
、
ヒ
ン
ト
を
拾
い
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
欲
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１２４）
し
い
と
考
え
た
。
七
回
の
講
義
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
〈
第
一
回
〉
和
歌
と
は
何
か
和
歌
の
特
質
に
つ
い
て
概
説
し
、
和
歌
が
古
典
文
学
の
土
台
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
〈
第
二
・
三
回
〉
他
撰
私
家
集
他
人
詠
を
多
数
含
む
私
家
集
、
歌
物
語
的
配
列
が
見
ら
れ
る
私
家
集
、
個
人
で
は
な
く
一
家
の
和
歌
を
集
成
し
た
集
団
的
私
家
集
な
ど
、
様
々
な
私
家
集
に
つ
い
て
解
説
。
〈
第
四
・
五
回
〉
私
撰
集
地
名
歌
を
集
成
し
た
私
撰
集
、
特
定
の
氏
族
の
歌
を
中
心
に
集
成
し
た
私
撰
集
、
勅
撰
集
に
対
抗
す
る
意
図
で
編
纂
さ
れ
た
私
撰
集
、物
語
の
作
中
和
歌
を
集
め
た
私
撰
集
、歌
語
辞
典
的
性
格
を
有
す
る
類
題
集
な
ど
、様
々
な
私
撰
集
に
つ
い
て
解
説
。
〈
第
六
回
〉
異
種
百
人
一
首
と
三
十
六
人
撰
所
謂
『
小
倉
百
人
一
首
』
以
外
の
多
様
な
百
人
一
首
（『
新
百
人
一
首
』『
武
備
百
人
一
首
』『
女
房
百
人
一
首
』
他
）、
藤
原
公
任
編
の
秀
歌
撰
『
三
十
六
人
撰
』
と
そ
の
形
式
に
倣
っ
た
秀
歌
撰
に
つ
い
て
解
説
。
（１２５）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
〈
第
七
回
〉
歌
仙
歌
合
・
物
語
歌
合
『
前
十
五
番
歌
合
』
の
よ
う
な
歌
合
形
式
の
秀
歌
撰
、『
物
語
二
百
番
歌
合
』
の
よ
う
な
物
語
の
作
中
和
歌
に
よ
る
歌
合
に
つ
い
て
解
説
。
学
生
の
多
く
は
、『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』
な
ど
著
名
な
歌
集
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
深
く
学
ん
だ
経
験
を
持
た
な
い
。
第
二
〜
七
回
の
講
義
に
よ
り
、
学
生
は
歌
集
の
多
様
性
に
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
の
学
生
の
コ
メ
ン
ト
を
引
用
し
た
い
。「
こ
こ
ま
で
の
授
業
で
、
色
々
な
和
歌
集
を
見
て
き
て
、
種
類
の
多
さ
に
驚
い
た
。
様
々
な
観
点
か
ら
歌
集
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
自
分
で
も
で
き
る
か
も
と
思
え
た
」（
二
年
生
）、「
毎
回
の
講
義
を
聞
く
た
び
に
、
こ
ん
な
歌
集
も
あ
る
の
か
！
と
新
発
見
の
連
続
だ
っ
た
」（
三
年
生
）。
二
歌
集
編
纂
の
過
程
第
八
回
目
の
講
義
か
ら
歌
集
編
纂
の
作
業
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
学
生
に
と
っ
て
古
典
和
歌
を
集
め
て
歌
集
を
作
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
段
階
を
追
っ
て
作
業
過
程
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
な
お
、
編
纂
す
る
歌
集
に
つ
い
て
は
、
①
撰
歌
範
囲
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で
、
②
歌
数
は
五
十
首
以
上
と
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
設
け
た
。
〈
第
八
回
〉
資
料
紹
介
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１２６）
和
歌
を
集
成
す
る
た
め
に
利
用
す
べ
き
文
献
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹
介
。
作
業
計
画
作
成
形
式
（
私
撰
集
・
秀
歌
撰
、
私
家
集
、
百
人
一
首
、
歌
合
の
中
か
ら
選
択
）、
撰
歌
対
象
（
ど
の
よ
う
な
歌
、
あ
る
い
は
誰
の
歌
を
選
ぶ
の
か
）、
撰
歌
の
方
法
（
ど
の
よ
う
な
資
料
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
の
か
）
の
各
項
目
に
基
づ
き
作
業
計
画
を
作
成
。
教
員
は
個
別
に
質
問
に
答
え
た
。
〈
第
九
回
〉
和
歌
の
集
成
作
業
一
斉
授
業
は
行
わ
ず
、
各
自
図
書
館
な
ど
で
作
業
。
教
員
は
図
書
館
に
て
待
機
し
、
随
時
質
問
を
受
け
付
け
た
。
〈
第
十
回
〉
部
類
・
配
列
・
題
名
設
定
教
室
に
て
各
自
作
業
。
装
訂
方
法
の
学
習
写
真
を
提
示
し
な
が
ら
和
書
の
装
訂
に
つ
い
て
解
説
。
〈
第
十
一
回
〉
清
書
・
製
本
清
書
を
し
た
後
、
製
本
（
綴
じ
方
は
粘
葉（
２
）装
、
表
紙
の
付
け
方
は
包
背（
３
）装
）。
題
簽
に
筆
ペ
ン
で
題
を
書
き
、
表
表
紙
に
貼
る
。
裏
表
紙
に
は
自
分
の
氏
名
を
書
く
。
題
も
氏
名
も
く
ず
し
字
に
し
た
。
（１２７）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
料
紙
と
題
簽
は
教
員
が
準
備
。
表
紙
用
の
紙
は
学
生
が
各
自
持
参
。
美
麗
な
包
装
紙
、
和
紙
、
布
地
（
紙
に
貼
っ
て
使
用
）
な
ど
様
々
な
表
紙
が
用
意
さ
れ
た
。
中
に
は
和
紙
店
や
生
地
店
で
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
物
を
購
入
し
て
き
た
学
生
、
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
着
物
の
生
地
を
利
用
し
た
学
生
も
い
た
。
ま
と
め
「
私
が
編
纂
し
た
歌
集
」
と
題
す
る
プ
リ
ン
ト
に
、
歌
集
の
題
名
・
内
容
の
紹
介
・
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
・
苦
心
や
工
夫
を
し
た
ポ
イ
ン
ト
・
作
業
の
感
想
や
反
省
を
ま
と
め
る
。
和
歌
集
成
作
業
は
授
業
二
回
分
取
り
た
か
っ
た
が
、
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
に
よ
り
一
回
分
と
な
っ
た
。
第
九
回
の
授
業
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
、
授
業
時
間
外
に
各
自
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
が
、
第
十
回
の
授
業
時
に
集
成
作
業
が
終
了
し
て
い
な
い
学
生
も
見
ら
れ
た
。
一
方
、
早
く
か
ら
自
分
な
り
に
和
歌
を
集
め
始
め
て
い
た
学
生
も
お
り
、
作
業
の
進
展
に
は
個
人
差
が
生
じ
た
。
最
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
和
歌
集
成
の
た
め
の
時
間
を
、
も
っ
と
確
保
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
反
省
点
で
あ
る
。
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１２８）
三発
表
と
批
評
第
十
二
〜
十
四
回
の
三
回
分
を
使
い
、
す
べ
て
の
学
生
が
自
分
の
編
ん
だ
歌
集
の
発
表
を
行
っ
た
。
教
材
提
示
装
置
を
用
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
歌
集
を
映
し
な
が
ら
、
歌
集
の
題
名
と
そ
の
意
味
、
編
纂
方
針
や
内
容
の
紹
介
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
や
苦
労
し
た
箇
所
、
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
歌
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人
三
分
程
度
の
発
表
と
し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
質
疑
応
答
の
時
間
を
取
り
た
か
っ
た
が
、
そ
の
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
発
表
者
以
外
の
学
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
に
つ
い
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
各
回
に
つ
き
一
人
五
点
の
持
ち
点
を
、
良
い
と
思
っ
た
歌
集
に
投
票
さ
せ
た
。
コ
メ
ン
ト
は
教
員
が
目
を
通
し
た
上
で
、
教
員
に
よ
る
講
評
と
共
に
最
後
の
授
業
の
際
に
本
人
に
手
渡
し
た
。
学
生
の
コ
メ
ン
ト
に
お
ざ
な
り
な
物
は
な
く
、
心
の
こ
も
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
自
分
が
苦
労
し
て
仕
上
げ
た
作
品
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
喜
び
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
最
終
授
業
の
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で
は
「
発
表
直
後
か
ら
、
も
っ
と
あ
れ
に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
い
う
後
悔
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
私
の
作
品
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
評
価
を
拝
見
す
る
と
、
私
の
主
張
を
汲
ん
で
く
れ
た
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
後
悔
の
気
持
ち
は
消
え
て
し
ま
っ
た
」（
四
年
生
）、「
自
分
の
歌
集
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
、
思
っ
て
い
た
よ
り
温
か
い
コ
メ
ン
ト
が
多
く
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
（
二
年
生
）
な
ど
の
感
想
が
見
ら
れ
た
。
な
お
、
学
生
の
投
票
に
基
づ
き
、
最
優
秀
賞
一
名
、
特
別
賞
一
名
、
優
秀
賞
三
名
を
決
定
し
、
最
終
授
業
の
際
に
発
表
し
、
全
員
の
拍
手
で
讃
え
た
。
（１２９）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
四竟
宴
和
歌
を
詠
む
前
期
授
業
開
始
当
初
、
本
学
人
文
科
学
研
究
院
の
柴
佳
世
乃
教
授
よ
り
、
歌
集
編
纂
を
終
え
た
ら
、
新
古
今
和
歌
集
竟（
４
）宴
に
倣
っ
て
模
擬
「
竟
宴
」
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
装
束
や
披
講
の
専
門
家
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
公
家
装
束
を
着
け
故
実
に
則
っ
た
和
歌
披
講
を
行
う
な
ど
、
十
六
回
目
の
特
別
授
業
と
し
て
新
古
今
集
竟
宴
の
再
現
を
行
う
計
画
を
立
て
た
。
そ
の
た
め
に
、
学
生
た
ち
に
は
前
も
っ
て
『
新
古
今
和
歌
集
竟
宴
和
歌
』
の
解
説
を
行
い
、
和
歌
の
伝
統
を
言
祝
ぐ
、
和
歌
や
歌
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
る
、
歌
集
完
成
を
祝
う
、
歌
集
作
成
に
伴
う
感
想
、
和
歌
を
読
む
楽
し
さ
や
和
歌
を
学
ぶ
喜
び
な
ど
の
主
題
で
、
各
自
が
竟
宴
和
歌
一
首
を
詠
ん
で
く
る
と
い
う
課
題
を
出
し
、
十
五
回
目
の
最
終
授
業
に
お
い
て
和
歌
の
清
書
を
し
た
。
最
初
に
和
歌
懐
紙
の
書
式
の
故
実
に
つ
い
て
、
歌
論
書
や
現
存
す
る
懐
紙
の
写
真
を
利
用
し
な
が
ら
解
説
し
た
。
端
作
や
署
名
の
書
き
方
は
、『
新
古
今
和
歌
集
竟
宴
和
歌
』
に
倣
う
こ
と
と
し
た
（
但
し
、
新
古
今
集
竟
宴
は
三
月
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
模
擬
「
竟
宴
」
は
夏
な
の
で
、「
春
日
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
夏
日
」
に
変
え
た
）。
教
員
が
全
懐
紙
（
約
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
用
意
し
、
各
自
が
筆
ペ
ン
を
用
い
て
清
書
を
行
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
紙
に
筆
ペ
ン
で
文
字
を
書
い
た
経
験
が
な
い
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
、
苦
労
し
つ
つ
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
学
生
の
コ
メ
ン
（
氏
名
部
分
を
加
工
し
て
あ
る
）
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１３０）
ト
を
引
用
す
る
。
「
懐
紙
一
面
い
っ
ぱ
い
に
自
分
の
歌
を
清
書
す
る
と
い
う
体
験
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
」（
二
年
生
）
「
こ
ん
な
綺
麗
な
紙
に
字
を
書
い
た
の
は
初
め
て
で
、
楽
し
か
っ
た
」（
二
年
生
）。
五
特
別
授
業
―
模
擬
「
竟
宴
」
八
月
二
日
午
後
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
（ー
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
タ
ジ
オ
ひ
か
り
）に
お
い
て
、
特
別
授
業
を
行
っ
た
。
諸
事
情
に
よ
り
、
装
束
の
着
装
と
正
式
な
披
講
は
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
私
た
ち
な
り
の
和
や
か
な「
竟
宴
」と
な
っ
た
。
①
新
古
今
和
歌
集
竟
宴
の
場
の
再
現
藤
原
定
家
は
『
新
古
今
集
』
撰
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
竟
宴
を
欠
席
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
記
『
明
月
記
』（
元
久
二
年
三
月
二
十
七
日
条
）
に
は
、
竟
宴
次
第
を
細
か
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
基
づ
き
、
竟
宴
の
し
つ
ら
い
を
再
現
し
て
み
た
。
後
鳥
羽
院
と
公
卿
の
座
と
し
て
畳
の
代
わ
り
に
茣
蓙
を
敷
き
、
文
台
の
代
わ
り
に
経
机
を
置
い
た
。
新
古
今
集
竟
宴
で
は
、
文
台
に
『
新
古
今
集
』
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
学
生
が
編
ん
だ
歌
集
の
中
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
『
し
の
ゝ
め
』
を
置
い
た
。
参
加
者
の
中
か
ら
七
名
を
指
名
し
、
後
鳥
羽
院
と
摂
政
太
政
大
臣
藤
原
良
経
以
下
六
名
の
公
卿
役
を
割
り
当
て
、『
明
月
記
』
に
記
さ
れ
た
通
り
の
順
番
で
着
座
し
て
も
ら
っ
た
。
続
い
て
、
実
際
の
竟
宴
で
は
『
新
古
今
集
』
の
序
と
冒
頭
四
、
五
首
が
読
み
（１３１）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
上
げ
ら
れ
た
が
、
代
わ
り
に
『
し
の
ゝ
め
』
の
冒
頭
四
首
を
読
み
上
げ
た
。
②
竟
宴
和
歌
発
表
参
加
者
が
一
人
ず
つ
前
に
出
て
、
自
分
が
書
い
た
懐
紙
を
披
露
し
な
が
ら
和
歌
を
読
み
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
心
情
を
詠
ん
だ
の
か
を
発
表
し
、
教
員
が
一
人
一
人
の
和
歌
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。
こ
こ
で
、
学
生
た
ち
の
竟
宴
和
歌
の
何
首
か
を
紹
介
し
た
い
。
初
回
の
講
義
に
お
い
て
、
和
歌
が
千
数
百
年
も
の
間
、
変
わ
ら
ぬ
形
で
詠
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
歌
集
編
纂
を
通
し
、
そ
の
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
。
世
の
中
に
常
て
ふ
こ
と
は
あ
ら
ね
ど
も
和
歌
の
道
こ
そ
久
し
か
り
け
れ
（
四
年
生
）
千
代
ま
で
も
寄
せ
し
玉
藻
を
ま
た
集
め
和
歌
の
浦
風
八
千
代
へ
ぞ
吹
く
（
大
学
院
生
）
多
数
の
和
歌
に
触
れ
る
中
で
、
日
本
語
の
美
し
さ
に
も
気
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。
美
し
き
や
ま
と
言
の
葉
や
は
ら
か
に
道
を
学
べ
る
者
の
み
ぞ
知
る
（
三
年
生
）
歌
集
を
編
む
こ
と
の
喜
び
や
苦
労
を
詠
ん
だ
歌
も
あ
っ
た
。
言
の
葉
の
玉
を
集
め
る
喜
び
は
今
も
む
か
し
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
よ
（
二
年
生
）
い
に
し
へ
の
や
ま
と
言
の
葉
な
が
め
見
て
選
び
集
め
る
こ
の
難
し
さ
（
三
年
生
）
ま
た
、
和
歌
を
読
み
作
者
の
心
情
を
理
解
し
、
彼
ら
彼
女
ら
も
現
代
の
自
分
た
ち
と
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
抱
い
て
い
た
と
知
る
こ
と
も
で
き
た
。
歌
集
編
纂
の
作
業
は
、
い
に
し
え
の
歌
人
た
ち
の
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１３２）
集
め
た
る
恋
の
言
の
葉
い
つ
の
世
も
う
つ
り
ゆ
く
の
は
心
な
り
け
り
（
二
年
生
）
時
を
越
え
あ
ま
た
の
人
に
届
く
歌
い
に
し
え
人
の
息
吹
伝
え
る
（
三
年
生
）
③
歌
集
閲
覧
会
歌
集
の
発
表
を
行
っ
た
際
、「
こ
の
歌
集
を
是
非
読
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
特
別
授
業
の
最
後
は
他
の
学
生
が
編
ん
だ
歌
集
を
じ
っ
く
り
と
読
み
合
う
時
間
と
し
た
。
机
の
上
に
全
員
の
歌
集
を
並
べ
、
参
加
者
は
気
に
な
っ
た
歌
集
を
自
由
に
手
に
取
り
鑑
賞
し
た
。
何
人
も
が
一
冊
の
歌
集
を
囲
ん
で
論
評
し
合
っ
た
り
、
歌
集
の
撰
者
が
他
の
学
生
に
対
し
て
説
明
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
終
始
楽
し
げ
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
（１３３）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
六歌
集
の
紹
介
学
生
が
編
纂
し
た
歌
集
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。
題
名
の
後
の
紹
介
文
は
、
学
生
自
身
が
書
い
た
も
の
か
ら
適
宜
抜
粋
し
て
ま
と
め
た
。
『
し
の
ゝ
め
』（
二
年
生
）
平
安
・
鎌
倉
期
の
勅
撰
集
と
私
家
集
か
ら
、
後
朝
の
歌
を
集
め
た
歌
集
。
撰
歌
基
準
は
、「
自
分
が
贈
ら
れ
て
嬉
し
い
歌
」。
自
分
が
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
、
わ
ざ
と
ら
し
す
ぎ
ず
、
言
葉
の
テ
ン
ポ
が
良
い
も
の
を
選
ん
だ
。
時
代
順
に
配
列
。
何
百
年
も
前
に
生
き
た
人
々
の
魂
の
こ
も
っ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
現
代
ま
で
伝
わ
り
、
そ
れ
が
平
成
に
生
き
る
大
学
生
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
発
表
さ
れ
る
と
思
う
と
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
。
『
旅
衣
』（
二
年
生
）
藤
原
定
家
の
歌
か
ら
、
旅
の
歌
を
選
ん
だ
歌
集
。
春
夏
秋
冬
十
首
ず
つ
、
海
と
山
の
旅
の
歌
七
首
、
一
人
旅
の
寂
し
さ
な
ど
心
情
の
歌
三
首
の
計
五
十
首
。
こ
の
歌
集
を
読
む
だ
け
で
、
旅
を
し
て
い
る
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
歌
集
を
め
ざ
し
た
。
各
季
節
の
は
じ
め
の
歌
に
、
絵
を
入
れ
た
。
表
紙
の
青
と
銀
色
で
、
旅
の
空
を
表
現
し
た
。
大
学
で
本
格
的
に
和
歌
に
触
れ
た
の
は
、
こ
の
授
業
が
ほ
ぼ
初
め
て
で
、
和
歌
や
歌
集
の
ル
ー
ル
も
手
探
り
で
、
講
義
か
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
『
バ
ベ
ル
の
大
樹
』（
二
年
生
）
『
万
葉
集
』『
古
今
集
』
の
恋
歌
と
『
百
人
一
首
』
か
ら
歌
を
選
ん
だ
秀
歌
撰
。
日
英
対
訳
と
し
た
。
一
頁
に
一
首
、
和
歌
を
縦
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１３４）
書
き
に
し
、
右
頁
は
和
歌
の
右
上
、
左
頁
は
和
歌
の
左
上
に
英
訳
を
載
せ
、
樹
木
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
。
配
列
は
、
恋
の
進
行
を
暗
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
恋
歌
以
外
の
歌
も
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
世
界
観
に
奥
行
き
を
出
し
、
ま
た
恋
歌
的
解
釈
を
付
与
し
た
。
今
回
の
歌
集
編
纂
は
、
言
語
の
可
能
性
を
考
え
る
上
で
大
い
に
刺
激
と
な
っ
た
。
『
盛
者
必
衰
』（
三
年
生
）
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平
家
物
語
』
を
中
心
に
、
力
を
持
つ
者
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
流
れ
を
汲
み
つ
つ
世
を
憂
え
て
い
る
歌
や
、
敗
者
の
嘆
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
歌
を
採
集
し
た
。
歌
の
意
味
や
共
通
す
る
言
葉
、
人
物
関
係
を
考
慮
し
た
上
で
組
合
わ
せ
を
考
え
、
歌
合
形
式
に
し
た
。
和
歌
に
注
目
し
て
軍
記
物
語
を
読
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
な
観
点
で
物
語
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
『
あ
る
夏
の
夜
』（
大
学
院
生
）
あ
る
夏
の
夜（
陰
暦
六
月
十
八
日
〜
廿
二
日
。
月
の
出
が
や
や
遅
い
時
期
）の
天
候
の
経
過
、
広
が
っ
て
い
る
風
景
の
様
子
を
、
古
典
和
歌
を
通
し
て
綴
っ
た
歌
集
。
い
わ
ば
「
歌
物
語
風
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と
い
え
る
作
品
。
「
こ
の
歌
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
を
読
む
だ
け
で
、
そ
の
日
の
夜
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
風
景
が
見
ら
れ
た
か
が
分
か
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
藤
原
道
長
・
道
綱
兄
弟
の
和
歌
を
番
え
た
歌
合
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
宮
城
県
の
地
名
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
集
め
た
歌
集
、『
百
人
一
首
』
の
歌
人
の
『
百
人
一
首
』
に
選
ば
れ
た
歌
以
外
の
歌
を
集
め
た
新
し
い
百
人
一
首
、
女
性
歌
人
が
恋
の
激
情
を
詠
ん
だ
歌
を
集
め
た
歌
集
、『
万
葉
集
』
と
近
世
和
歌
の
「
あ
」
で
始
ま
る
歌
を
内
容
や
表
現
に
よ
り
ペ
ア
に
し
て
配
列
（１３５）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
し
た
歌
集
、
吉
田
松
陰
の
和
歌
を
多
く
の
著
作
か
ら
集
め
た
私
家
集
な
ど
、
個
性
豊
か
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
が
作
ら
れ
た
。
教
員
と
し
て
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
の
は
、
歌
集
を
編
纂
す
る
中
で
、
古
典
和
歌
や
歌
集
の
特
色
に
つ
い
て
学
生
自
身
に
よ
る
様
々
な
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
特
定
の
歌
語
が
含
ま
れ
る
和
歌
を
集
め
た
学
生
は
、
時
代
に
よ
り
そ
の
語
の
詠
ま
れ
方
に
変
遷
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
『
古
今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
か
ら
和
歌
を
選
ぶ
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
の
個
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
学
生
も
い
た
。
教
え
ら
れ
て
知
る
の
で
は
な
く
、
作
業
を
通
し
て
学
生
自
ら
知
識
を
得
た
こ
と
は
、
体
験
型
学
習
の
重
要
な
成
果
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
い
ご
に
今
回
の
授
業
内
容
は
教
員
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
学
生
が
ど
れ
ほ
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
か
、
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
く
れ
る
か
、
不
安
も
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
の
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
と
学
習
意
欲
に
助
け
ら
れ
、
大
変
に
充
実
し
た
授
業
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
最
後
に
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
幾
つ
か
を
示
し
て
、
ま
と
め
に
代
え
た
い
。
「
歌
集
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
、
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
し
た
こ
と
が
な
く
、
歌
集
を
作
っ
て
い
る
時
か
ら
発
表
ま
で
、
す
べ
て
の
時
間
で
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、
自
分
の
テ
ー
マ
が
『
百
人
一
首
』
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
和
歌
に
触
れ
る
量
も
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
大
変
だ
っ
た
。
し
か
し
、
歌
集
を
作
り
終
え
た
後
の
達
成
感
は
、
そ
の
分
多
く
感
じ
ら
れ
た
」（
二
年
生
）
「
最
初
は
、
歌
を
選
ぶ
だ
け
な
ら
簡
単
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
い
ざ
選
ぶ
段
階
に
な
る
と
様
々
な
苦
労
が
あ
り
、
題
意
に
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
八
号
（１３６）
沿
っ
て
た
く
さ
ん
の
歌
の
中
か
ら
選
び
取
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
定
家
も
同
じ
よ
う
な
苦
労
を
し
な
が
ら
選
ん
だ
の
か
な
、
と
思
い
を
馳
せ
た
」（
二
年
生
）
「
自
分
で
歌
集
を
作
成
し
た
り
、
竟
宴
和
歌
を
作
っ
た
り
、
普
通
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
で
き
、
古
代
や
中
世
の
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」（
三
年
生
）
「
授
業
を
受
け
る
前
の
和
歌
の
知
識
が
乏
し
い
自
分
か
ら
、
講
義
や
歌
集
の
作
成
を
通
し
て
す
ご
く
成
長
で
き
た
と
思
う
。
今
回
ほ
ど
和
歌
を
学
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
和
歌
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
」（
三
年
生
）
注（
１
）
天
皇
・
上
皇
の
下
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
る
歌
集
。
（
２
）
和
書
に
お
け
る
製
本
方
法
の
一
種
。
（
３
）
綴
じ
た
料
紙
を
一
枚
の
表
紙
で
く
る
み
、
背
を
糊
付
け
す
る
方
法
。
（
４
）
『
新
古
今
集
』
完
成
を
祝
う
宴
。『
新
古
今
和
歌
集
竟
宴
和
歌
』
が
詠
ま
れ
た
。
〈
付
記
〉
今
回
の
授
業
、
と
り
わ
け
特
別
授
業
開
催
に
関
し
て
は
、
柴
佳
世
乃
先
生
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
特
別
授
業
の
様
子
は
動
画
と
し
て
Y
ouT
ube
に
て
限
定
公
開
さ
れ
て
い
る
。
（１３７）
歌
集
を
編
む
―
―
―
体
験
型
授
業
の
実
践
報
告
